
１－１ 
 

議題１（委員会決裁事項（規則第３条第６号）） 

 

知事からの意見聴取に対する回答の承認について 

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第29条の規定により知事から意見

を求められた令和６年９月定例府議会に提出された次の議案について、大阪府

教育委員会事務決裁規則第５条に基づき教育長が代決により異議がない旨を回

答した。 

この代決を、大阪府教育委員会事務決裁規則第７条第２項に基づき承認する。 

 

令和６年９月 20 日 

大阪府教育委員会       

 

〇予算案 

 １ 令和６年度大阪府一般会計補正予算（第２号）の件（教育委員会関係部分） 
 

○事件議決案 

 １ 工事請負契約締結の件（大阪府立体育会館電気設備改修工事） 

 ２ 工事請負契約変更の件（大阪府立中之島図書館書庫棟改築その他工事） 

 ３ 大阪府立交野支援学校四條畷校における通学等バスの介助員の負傷事故

に関する損害賠償の額の決定及び和解の件 

 

〇条例案 

１ 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例等一部改正の件 

 ２ 大阪府宿泊税条例の一部を改正する条例の件 

３ 大阪府立学校条例の一部を改正する条例の件 

４ 大阪府学校医等の公務災害補償に関する条例一部改正の件 
 

＜参考＞ 

  〇大阪府教育委員会事務決裁規則 

（事務の専決及び代決） 

第５条 第３条各号に規定する事項について緊急やむを得ないときは、教

育長がその事項を代決することができる。 

（専決した事項等の報告） 

第７条  （略） 

 ２ 第５条の規定により教育長が代決したときは、速やかに委員会の会

議において報告し、その承認を受けるものとする。 



５，２０４万７千円

５，６４６億４，１１５万５千円

５，６４６億９，３２０万２千円

上段　令和６年度補正予算案額

中段　令和６年度現計予算額

下段　令和６年度補正後予算案額

事 業 名 事 業 内 容 の 説 明

２０２５年日本国際博覧会 5,204万7千円

児 童 ・ 生 徒 招 待 事 業 費 1億1,030万4千円

1億6,235万1千円

〔　一　般　会　計　〕

事 業 費

　大阪・関西万博は「全ての行程が時間予約制」「会場やパビリオンへの
入場は全てQRコードで管理」等という特徴があり、通常行っている校外
学習に比べて引率の難易度が高いことから、市町村教育委員会等より
安全・安心な校外学習の実現を求められている。
　一人でも多くの子どもたちに実りある体験をしてもらうため、安全・安心
な校外学習の実現に向けた対策を実施。
〇入場チケット購入費用（印刷・発送費用含む）：1,301,359千円
　　【令和６年度：34,219千円、令和７年度：1,267,140千円】
〇緊急相談窓口設置業務委託：218,275千円
　　【令和６年度：14,539千円、令和７年度：203,736千円】
〇森ノ宮待機所設置業務委託：139,762千円
　　【令和６年度：3,289千円、令和７年度：136,473千円】

＜債務負担行為の設定：令和６～７年度　1,607,349千円＞

教育庁 令和６年度一般会計補正予算案（第２号）の概要

一般会計

補 正 予 算 案 額

現 計 予 算 額

補 正 後 予 算 案 額

１－２



  １－３ 

○事件議決案 

 
番号 

 
件     名 概          要 

１ 
工事請負契約締結の件

（大阪府立体育会館電

気設備改修工事） 

大阪府立体育会館電気設備改修工事請負契約 

契約金額   ８億２，８３０万円 

請 負 者  栗原工業株式会社 

２ 

工事請負契約変更の件

（大阪府立中之島図書

館書庫棟改築その他工

事） 

大阪府立中之島図書館書庫棟改築その他工事請負契約 

（令和４年１０月２６日議決） 

契約金額 １０億４，５００万円 

→１１億１３６万１，８００円 

請 負 者 株式会社藤木工務店 

３ 

大阪府立交野支援学校

四條畷校における通学

等バスの介助員の負傷

事故に関する損害賠償

の額の決定及び和解の

件 

大阪府立交野支援学校四條畷校において発生した通学等バ

スの介助員の負傷事案に関して、損害賠償の額を決定し、民

法第６９５条の規定により和解するため、議決を求めるもの。 

 
 
 
 
 
○条例案 

 
番号 
 

 
件    名 

 
概          要 

１ 

職員の勤務時間、休

日、休暇等に関する条

例等一部改正の件 

国家公務員について、いわゆるフレックスタイム制度が拡

充されること等を踏まえ、条例において同趣旨の規定を追加

する等の改正を行う。 

〔主な改正内容〕 

・原則全ての職員について、職員の申告を経て、任命権

者が公務の運営に支障がないと認める場合に週休日以

外に勤務時間を割り振らない日を設けることができる

こととする。 

・育児短時間勤務職員について、勤務時間を午前５時か

ら割り振ることができることとする。 

施行日：令和７年１月１日 

〔関係条例〕 

・職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例 

・職員の給与に関する条例 

・職員の育児休業等に関する条例 

・一般職の任期付研究員の採用等に関する条例 



１－４ 

２ 

大阪府宿泊税条例の

一部を改正する条例

の件 

税が課される宿泊に係る宿泊料金の下限を引き下げる等の

改正を行う。 

〔主な改正内容〕 

１ 宿泊税が課される宿泊に係る宿泊料金の下限を引き下

げる。 

〔改正前〕１人１泊７，０００円 

〔改正後〕１人１泊５，０００円 

２ 宿泊税の税率を引き上げる。 

・宿泊料金が１人１泊１５，０００円未満の宿泊 

〔改正前〕１００円 

〔改正後〕２００円 

・宿泊料金が１人１泊１５，０００円以上２０，０００

円未満の宿泊 

〔改正前〕２００円 

〔改正後〕４００円 

・宿泊料金が１人１泊２０，０００円以上の宿泊 

〔改正前〕３００円 

〔改正後〕５００円 

施行日：規則で定める日 

３ 修学旅行生等に対する宿泊税を免除する旨の規定を追

加する。 

施行日：令和７年１１月１日 

３ 
大阪府立学校条例の

一部を改正する条例

の件 

府立高等学校再編整備計画に基づき、大阪府立東大阪みら

い工科高等学校を設置する。 

施行日：令和７年１月１日 

４ 

大阪府学校医等の公

務災害補償に関する

条例一部改正の件 

公立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害

補償の基準を定める政令の改正に伴い、府立学校の学校医等

の公務災害に係る補償基礎額を改正する。 

施行日：公布の日 

 
 
 
 
 
 
 



第 号議案 

   工事請負契約締結の件 

 大阪府立体育会館電気設備改修工事請負契約を次のとおり締結する。 

  令和６年 月 日提出 

大 阪 府 知 事  吉  村  洋  文   

 契約金額  828,300,000円 

 請 負 者  住所 大阪市北区南森町一丁目４番24号 

       名称 栗原工業株式会社 代表取締役社長 横 井 正 温 1
―

5 



第 号議案 

   工事請負契約変更の件 

 令和４年10月26日議決に係る大阪府立中之島図書館書庫棟改築その他工事請負契約の一部を変更する契約を次の

とおり締結する。 

  令和６年 月 日提出 

大 阪 府 知 事  吉  村  洋  文   

 契約金額  変更前 1,045,000,000円 

       変更後 1,101,361,800円 

 請 負 者  住所 大阪市中央区備後町一丁目７番10号 

       名称 株式会社藤木工務店 取締役常務執行役員大阪本店長 岡 持 博 久 

1
―

6 



第 号議案 

大阪府立交野支援学校四條畷校における通学等バスの介助員の負傷事故に関する損害賠償の額の決定及 

び和解の件 

令和４年10月４日大阪府立交野支援学校四條畷校において発生した通学等バスの介助員の負傷事故に関し、次の

とおり損害賠償の額を決定し、民法（明治29年法律第89号）第695条の規定により和解する。 

令和６年９月19日提出 

大 阪 府 知 事  吉  村  洋  文   

１ 損害賠償の額 894,728円 

２ 和解の相手方及び内容 

相 手 方 住 所 氏 名 内           容 

枚方市 嘉柳 四子 

１ 大阪府は、相手方に対し、大阪府立交野支援学校四條畷校において発生した通学等バスの介助員の負傷事

故（以下「本件」という。）に関する損害賠償金として、金894,728円の支払義務があることを認める。 
２ 大阪府は、相手方に対し、本和解成立から３週間以内に、１の金員を、相手方が指定する預金口座に振り

込む方法により支払う。なお、振込手数料は、大阪府の負担とする。 
３ 相手方と大阪府は、本件に関し、１及び２に定めるもののほか、何らの債権債務の存しないことを相互に

確認する。 

 

1
―

7 



大 阪 府 条 例 第    号  

   職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条     

   例  

（ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 一 条  職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 大 阪 府 条 例 第 四

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

改 正 後  改 正 前  

  

（ 週 休 日 及 び 勤 務 時 間 の 割 振 り 等 ）  

第 三 条 日 曜 日 及 び 土 曜 日 は 、 週 休 日 （ 勤 務 時 間

を 割 り 振 ら な い 日 （ 第 四 項 及 び 次 条 第 二 項 に お

い て 読 み 替 え て 準 用 す る 同 条 第 一 項 の 規 定 に

よ る も の を 除 く 。 ） を い う 。 以 下 同 じ 。 ） と す る 。

た だ し 、 任 命 権 者 は 、 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 に

つ い て は 、 必 要 に 応 じ 、 当 該 育 児 短 時 間 勤 務 等

の 内 容 に 従 い こ れ ら の 日 に 加 え て 月 曜 日 か ら

金 曜 日 ま で の 五 日 間 に お い て 週 休 日 を 設 け る

も の と し 、 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 任

期 付 短 時 間 勤 務 職 員 に つ い て は 、 日 曜 日 及 び 土

曜 日 に 加 え て 月 曜 日 か ら 金 曜 日 ま で の 五 日 間

に お い て 週 休 日 を 設 け る こ と が で き る 。  

２ ・ ３ （ 略 ）  

４ 任 命 権 者 は 、 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る

職 員 及 び 前 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 職 員 を 除

く 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） に つ い て 、 職

員 の 申 告 を 考 慮 し て 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 週 休

日 の ほ か に 当 該 職 員 の 勤 務 時 間 を 割 り 振 ら な

い 日 を 設 け 、 又 は 当 該 職 員 の 勤 務 時 間 を 割 り 振

る こ と が 公 務 の 運 営 に 支 障 が な い と 認 め る 場

合 に は 、 第 二 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 人 事 委 員

会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 職 員 の 申 告 を 経

て 、 四 週 間 を 超 え な い 範 囲 内 で 週 を 単 位 と し て

人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 期 間 （ 以 下 「 単 位 期 間 」

と い う 。 ） ご と の 期 間 に つ き 前 条 第 一 項 に 規 定

す る 勤 務 時 間 と な る よ う に 、 第 一 項 の 規 定 に よ

る 週 休 日 の ほ か に 当 該 職 員 の 勤 務 時 間 を 割 り

振 ら な い 日 を 設 け 、 又 は 当 該 職 員 の 勤 務 時 間 を

割 り 振 る こ と が で き る 。 た だ し 、 当 該 職 員 が 育

児 短 時 間 勤 務 職 員 等 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 単

位 期 間 ご と の 期 間 に つ い て 、 当 該 育 児 短 時 間 勤

務 等 の 内 容 に 従 い 、 勤 務 時 間 を 割 り 振 る も の と

す る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 週 休 日 及 び 勤 務 時 間 の 割 振 り ）  

第 三 条 日 曜 日 及 び 土 曜 日 は 、 週 休 日 （ 勤 務 時 間

を 割 り 振 ら な い 日 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） と す る 。

た だ し 、 任 命 権 者 は 、 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 に

つ い て は 、 必 要 に 応 じ 、 当 該 育 児 短 時 間 勤 務 等

の 内 容 に 従 い こ れ ら の 日 に 加 え て 月 曜 日 か ら

金 曜 日 ま で の 五 日 間 に お い て 週 休 日 を 設 け る

も の と し 、 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 任

期 付 短 時 間 勤 務 職 員 に つ い て は 、 日 曜 日 及 び 土

曜 日 に 加 え て 月 曜 日 か ら 金 曜 日 ま で の 五 日 間

に お い て 週 休 日 を 設 け る こ と が で き る 。  
 
 

２ ・ ３ （ 略 ）  

４ 任 命 権 者 は 、 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る

職 員 及 び 前 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 職 員 を 除

く 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） に つ い て 、 始

業 及 び 終 業 の 時 刻 に つ い て 職 員 の 申 告 を 考 慮

し て 当 該 職 員 の 勤 務 時 間 を 割 り 振 る こ と が 公

務 の 運 営 に 支 障 が な い と 認 め る 場 合 に は 、 第 二

項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 人 事 委 員 会 規 則 の 定 め

る と こ ろ に よ り 、 職 員 の 申 告 を 経 て 、 四 週 間 を

超 え な い 範 囲 内 で 週 を 単 位 と し て 人 事 委 員 会

規 則 で 定 め る 期 間 （ 以 下 「 単 位 期 間 」 と い う 。 ）

ご と の 期 間 に つ き 前 条 第 一 項 に 規 定 す る 勤 務

時 間 と な る よ う に 当 該 職 員 の 勤 務 時 間 を 割 り

振 る こ と が で き る 。 た だ し 、 当 該 職 員 が 育 児 短

時 間 勤 務 職 員 等 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 単 位 期

間 ご と の 期 間 に つ い て 、 当 該 育 児 短 時 間 勤 務 等

の 内 容 に 従 い 、 勤 務 時 間 を 割 り 振 る も の と す

る 。  
 
 
 

５ 任 命 権 者 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 （ 育 児 短 時 間 勤

務 職 員 等 を 除 く 。 ） に つ い て 、 週 休 日 並 び に 始

業 及 び 終 業 の 時 刻 に つ い て 、 職 員 の 申 告 を 考 慮

し て 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 週 休 日 に 加 え て 当 該

職 員 の 週 休 日 を 設 け 、 及 び 当 該 職 員 の 勤 務 時 間

を 割 り 振 る こ と が 公 務 の 運 営 に 支 障 が な い と

認 め る 場 合 に は 、 同 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に か か

わ ら ず 、 人 事 委 員 会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ

り 、 職 員 の 申 告 を 経 て 単 位 期 間 ご と の 期 間 に つ

き 第 一 項 の 規 定 に よ る 週 休 日 に 加 え て 当 該 職

員 の 週 休 日 を 設 け 、 及 び 当 該 期 間 に つ き 前 条 第

１－８ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 週 休 日 の 振 替 等 ）  

第 四 条 任 命 権 者 は 、 職 員 に 前 条 第 一 項 又 は 第 三

項 の 規 定 に よ り 週 休 日 と さ れ た 日 に お い て 特

に 勤 務 す る こ と を 命 ず る 必 要 が あ る 場 合 に は 、

人 事 委 員 会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 同 条 第

二 項 か ら 第 四 項 ま で の 規 定 に よ り 勤 務 時 間 が

割 り 振 ら れ た 日 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 勤 務 日 」

と い う 。 ） の う ち 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 期 間

内 に あ る 勤 務 日 を 週 休 日 に 変 更 し て 当 該 勤 務

日 に 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間 を 当 該 勤 務 す る こ

と を 命 ず る 必 要 が あ る 日 に 割 り 振 り 、 又 は 当 該

期 間 内 に あ る 勤 務 日 の 勤 務 時 間 の う ち 三 時 間

四 十 五 分 若 し く は 四 時 間 を 当 該 勤 務 日 に 割 り

振 る こ と を や め て 当 該 三 時 間 四 十 五 分 若 し く

は 四 時 間 の 勤 務 時 間 を 当 該 勤 務 す る こ と を 命

ず る 必 要 が あ る 日 に 割 り 振 る こ と が で き る 。  
 

２ 前 項 の 規 定 は 、 職 員 に 前 条 第 四 項 の 規 定 に よ

り 勤 務 時 間 を 割 り 振 ら な い 日 と さ れ た 日 に お

い て 特 に 勤 務 す る こ と を 命 ず る 必 要 が あ る 場

合 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 前 項

中 「 週 休 日 に 」 と あ る の は 、 「 勤 務 時 間 を 割 り

振 ら な い 日 に 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。  
 

（ 休 憩 時 間 ）  

第 五 条 （ 略 ）  

２ 任 命 権 者 は 、 次 に 掲 げ る 場 合 に は 、 人 事 委 員

会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 休 憩 時 間 を 一 斉

に 与 え な い こ と そ の 他 の 休 憩 時 間 の 基 準 に つ

い て 別 段 の 定 め を す る こ と が で き る 。  
 一  職 務 の 特 殊 性 又 は 当 該 公 署 の 特 殊 の 必 要

が あ る と き  
 二  職 員 の 健 康 及 び 福 祉 に 重 大 な 影 響 を 及 ぼ

し 、 又 は 能 率 を 甚 だ し く 阻 害 す る と き  
 三  職 員 か ら の 申 告 を 考 慮 し て 休 憩 時 間 を 置

く こ と が 適 当 で あ る と き  

一 項 に 規 定 す る 勤 務 時 間 と な る よ う に 当 該 職

員 の 勤 務 時 間 を 割 り 振 る こ と が で き る 。  

一 子 （ 民 法 （ 明 治 二 十 九 年 法 律 第 八 十 九 号 ）

第 八 百 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 職 員

が 当 該 職 員 と の 間 に お け る 同 項 に 規 定 す る

特 別 養 子 縁 組 の 成 立 に つ い て 家 庭 裁 判 所 に

請 求 し た 者 （ 当 該 請 求 に 係 る 家 事 審 判 事 件

が 裁 判 所 に 係 属 し て い る 場 合 に 限 る 。 ） で あ

っ て 、 当 該 職 員 が 現 に 監 護 す る も の 、 児 童 福

祉 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 百 六 十 四 号 ） 第 二

十 七 条 第 一 項 第 三 号 の 規 定 に よ り 同 法 第 六

条 の 四 第 二 号 に 規 定 す る 養 子 縁 組 里 親 で あ

る 職 員 に 委 託 さ れ て い る 児 童 そ の 他 こ れ ら

に 準 ず る 者 と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る

者 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） の 養 育 又 は 配 偶 者 等

（ 配 偶 者 （ 届 出 を し な い が 事 実 上 婚 姻 関 係

と 同 様 の 事 情 に あ る 者 を 含 む 。 以 下 こ の 号

に お い て 同 じ 。 ） 、 父 母 、 子 、 配 偶 者 の 父 母 そ

の 他 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 者 を い う 。 第

八 条 第 五 項 に お い て 同 じ 。 ） の 介 護 を す る 職

員 で あ っ て 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も の  

二  前 号 に 掲 げ る 職 員 の 状 況 に 類 す る 状 況 に

あ る 職 員 と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も

の 

（ 週 休 日 の 振 替 等 ）  

第 四 条 任 命 権 者 は 、 職 員 に 前 条 第 一 項 、 第 三 項

又 は 第 五 項 の 規 定 に よ り 週 休 日 と さ れ た 日 に

お い て 特 に 勤 務 す る こ と を 命 ず る 必 要 が あ る

場 合 に は 、 人 事 委 員 会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ

り 、 同 条 第 二 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 に よ り 勤

務 時 間 が 割 り 振 ら れ た 日 （ 以 下 こ の 条 に お い て

「 勤 務 日 」 と い う 。 ） の う ち 人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る 期 間 内 に あ る 勤 務 日 を 週 休 日 に 変 更 し

て 当 該 勤 務 日 に 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間 を 当 該

勤 務 す る こ と を 命 ず る 必 要 が あ る 日 に 割 り 振

り 、 又 は 当 該 期 間 内 に あ る 勤 務 日 の 勤 務 時 間 の

う ち 三 時 間 四 十 五 分 若 し く は 四 時 間 を 当 該 勤

務 日 に 割 り 振 る こ と を や め て 当 該 三 時 間 四 十

五 分 若 し く は 四 時 間 の 勤 務 時 間 を 当 該 勤 務 す

る こ と を 命 ず る 必 要 が あ る 日 に 割 り 振 る こ と

が で き る 。  
 
 
 
 
 
 
 

（ 休 憩 時 間 ）  

第 五 条 （ 略 ）  

２ 任 命 権 者 は 、 職 務 の 特 殊 性 又 は 当 該 公 署 の 特

殊 の 必 要 が あ る 場 合 に お い て 、 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る と こ ろ に よ る と き は 、 前 項 の 休 憩 時 間

を 一 斉 に 与 え る こ と を 要 し な い 。  
 
 
 
 
 
 

１－９ 



３ （ 略 ）  
 

（ 時 間 外 勤 務 代 休 時 間 ）  
第 六 条 の 二 任 命 権 者 は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条

例 （ 昭 和 四 十 年 大 阪 府 条 例 第 三 十 五 号 。 以 下 「 給

与 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 十 一 条 第 五 項 の 規 定 に

よ り 時 間 外 勤 務 手 当 を 支 給 す べ き 職 員 に 対 し

て 、 人 事 委 員 会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 当

該 時 間 外 勤 務 手 当 の 一 部 の 支 給 に 代 わ る 措 置

の 対 象 と な る べ き 時 間 （ 以 下 「 時 間 外 勤 務 代 休

時 間 」 と い う 。 ） と し て 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定

め る 期 間 内 に あ る 第 三 条 第 二 項 か ら 第 四 項 ま

で 、 第 四 条 又 は 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 勤 務

時 間 が 割 り 振 ら れ た 日 （ 以 下 「 勤 務 日 等 」 と い

う 。 ） （ 第 九 条 第 二 項 に 規 定 す る 休 日 及 び 第 十 条

第 一 項 に 規 定 す る 代 休 日 を 除 く 。 ） に 割 り 振 ら

れ た 勤 務 時 間 の 全 部 又 は 一 部 を 指 定 す る こ と

が で き る 。  

２ （ 略 ）  
 

（ 育 児 又 は 介 護 を 行 う 職 員 の 深 夜 勤 務 及 び 時 間

外 勤 務 の 制 限 ）  

第 八 条 任 命 権 者 は 、 第 三 条 第 二 項 か ら 第 四 項 ま

で 又 は 第 四 条 の 規 定 に よ り 勤 務 時 間 を 割 り 振

る 場 合 に お い て 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 し な い

子 （ 民 法 （ 明 治 二 十 九 年 法 律 第 八 十 九 号 ） 第 八

百 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 職 員 が 当 該

職 員 と の 間 に お け る 同 項 に 規 定 す る 特 別 養 子

縁 組 の 成 立 に つ い て 家 庭 裁 判 所 に 請 求 し た 者

（ 当 該 請 求 に 係 る 家 事 審 判 事 件 が 裁 判 所 に 係

属 し て い る 場 合 に 限 る 。 ） で あ っ て 、 当 該 職 員

が 現 に 監 護 す る も の 、 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 百 六 十 四 号 ） 第 二 十 七 条 第 一 項 第 三 号

の 規 定 に よ り 同 法 第 六 条 の 四 第 二 号 に 規 定 す

る 養 子 縁 組 里 親 で あ る 職 員 に 委 託 さ れ て い る

児 童 そ の 他 こ れ ら に 準 ず る 者 と し て 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る 者 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） の あ る

職 員 （ 職 員 の 配 偶 者 で 当 該 子 の 親 で あ る も の

が 、 深 夜 （ 午 後 十 時 か ら 翌 日 の 午 前 五 時 ま で の

間 を い う 。 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 同 じ 。 ）

に お い て 常 態 と し て 当 該 子 を 養 育 す る こ と が

で き る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 者

に 該 当 す る 場 合 に お け る 当 該 職 員 を 除 く 。 以 下

こ の 項 及 び 次 項 に お い て 同 じ 。 ） が 、 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 子 を 養 育 す

る た め に 請 求 を し た と き は 、 公 務 の 正 常 な 運 営

を 妨 げ る 場 合 を 除 き 、 当 該 請 求 を し た 職 員 に つ

い て は 、 深 夜 以 外 の 時 間 に お い て 当 該 勤 務 時 間

を 割 り 振 る も の と す る 。  

２― ４ （ 略 ）  

５ 第 一 項 か ら 前 項 ま で の 規 定 は 、 配 偶 者 （ 届 出

を し な い が 事 実 上 婚 姻 関 係 と 同 様 の 事 情 に あ

る 者 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 、 父 母 、 子 、 配 偶 者 の

父 母 そ の 他 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 者 で 負

傷 、 疾 病 又 は 老 齢 に よ り 日 常 生 活 を 営 む の に

支 障 が あ る も の （ 以 下 「 被 介 護 人 」 と い う 。 ）

を 介 護 す る 職 員 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合

に お い て 、 第 一 項 中 「 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 し

な い 子 （ 民 法 （ 明 治 二 十 九 年 法 律 第 八 十 九 号 ）

第 八 百 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 職 員 が

３ （ 略 ）  
 

（ 時 間 外 勤 務 代 休 時 間 ）  

第 六 条 の 二 任 命 権 者 は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条

例 （ 昭 和 四 十 年 大 阪 府 条 例 第 三 十 五 号 。 以 下 「 給

与 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 十 一 条 第 五 項 の 規 定 に

よ り 時 間 外 勤 務 手 当 を 支 給 す べ き 職 員 に 対 し

て 、 人 事 委 員 会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 当

該 時 間 外 勤 務 手 当 の 一 部 の 支 給 に 代 わ る 措 置

の 対 象 と な る べ き 時 間 （ 以 下 「 時 間 外 勤 務 代 休

時 間 」 と い う 。 ） と し て 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定

め る 期 間 内 に あ る 第 三 条 第 二 項 か ら 第 五 項 ま

で 、 第 四 条 又 は 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 勤 務

時 間 が 割 り 振 ら れ た 日 （ 以 下 「 勤 務 日 等 」 と い

う 。 ） （ 第 九 条 第 二 項 に 規 定 す る 休 日 及 び 第 十 条

第 一 項 に 規 定 す る 代 休 日 を 除 く 。 ） に 割 り 振 ら

れ た 勤 務 時 間 の 全 部 又 は 一 部 を 指 定 す る こ と

が で き る 。  

２ （ 略 ）  
 

（ 育 児 又 は 介 護 を 行 う 職 員 の 深 夜 勤 務 及 び 時 間

外 勤 務 の 制 限 ）  
第 八 条 任 命 権 者 は 、 第 三 条 第 二 項 か ら 第 五 項 ま

で 又 は 第 四 条 の 規 定 に よ り 勤 務 時 間 を 割 り 振

る 場 合 に お い て 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 し な い

子 の あ る 職 員 （ 職 員 の 配 偶 者 で 当 該 子 の 親 で あ

る も の が 、 深 夜 （ 午 後 十 時 か ら 翌 日 の 午 前 五 時

ま で の 間 を い う 。 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て

同 じ 。 ） に お い て 常 態 と し て 当 該 子 を 養 育 す る

こ と が で き る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定

め る 者 に 該 当 す る 場 合 に お け る 当 該 職 員 を 除

く 。 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 同 じ 。 ） が 、

人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 子

を 養 育 す る た め に 請 求 を し た と き は 、 公 務 の 正

常 な 運 営 を 妨 げ る 場 合 を 除 き 、 当 該 請 求 を し た

職 員 に つ い て は 、 深 夜 以 外 の 時 間 に お い て 当 該

勤 務 時 間 を 割 り 振 る も の と す る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２― ４ （ 略 ）  

５ 第 一 項 か ら 前 項 ま で の 規 定 は 、 配 偶 者 等 で 負

傷 、 疾 病 又 は 老 齢 に よ り 日 常 生 活 を 営 む の に 支

障 が あ る も の （ 以 下 「 被 介 護 人 」 と い う 。 ） を

介 護 す る 職 員 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お

い て 、 第 一 項 中 「 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 し な い

子 の あ る 職 員 （ 職 員 の 配 偶 者 で 当 該 子 の 親 で あ

る も の が 、 深 夜 （ 午 後 十 時 か ら 翌 日 の 午 前 五 時

ま で の 間 を い う 。 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て

同 じ 。 ） に お い て 常 態 と し て 当 該 子 を 養 育 す る

こ と が で き る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定
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（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 二 条  職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 年 大 阪 府 条 例 第 三 十 五 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

当 該 職 員 と の 間 に お け る 同 項 に 規 定 す る 特 別

養 子 縁 組 の 成 立 に つ い て 家 庭 裁 判 所 に 請 求 し

た 者 （ 当 該 請 求 に 係 る 家 事 審 判 事 件 が 裁 判 所

に 係 属 し て い る 場 合 に 限 る 。 ） で あ っ て 、 当 該

職 員 が 現 に 監 護 す る も の 、 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二

十 二 年 法 律 第 百 六 十 四 号 ） 第 二 十 七 条 第 一 項

第 三 号 の 規 定 に よ り 同 法 第 六 条 の 四 第 二 号 に

規 定 す る 養 子 縁 組 里 親 で あ る 職 員 に 委 託 さ れ

て い る 児 童 そ の 他 こ れ ら に 準 ず る 者 と し て 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 者 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ）

の あ る 職 員 （ 職 員 の 配 偶 者 で 当 該 子 の 親 で あ

る も の が 、 深 夜 （ 午 後 十 時 か ら 翌 日 の 午 前 五 時

ま で の 間 を い う 。 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） に お い て 常 態 と し て 当 該 子 を 養 育 す

る こ と が で き る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る 者 に 該 当 す る 場 合 に お け る 当 該 職 員 を

除 く 。 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 と

あ る の は 「 被 介 護 人 の あ る 職 員 」 と 、 「 当 該 子

を 養 育 す る 」 と あ る の は 「 当 該 被 介 護 人 を 介 護

す る 」 と 、 「 深 夜 以 外 」 と あ る の は 「 深 夜 （ 午

後 十 時 か ら 翌 日 の 午 前 五 時 ま で の 間 を い う 。

次 項 に お い て 同 じ 。 ） 以 外 」 と 、 第 二 項 中 「 小

学 校 就 学 の 始 期 に 達 し な い 子 の あ る 職 員 」 と

あ る の は 「 被 介 護 人 の あ る 職 員 」 と 、 「 当 該 子

を 養 育 す る 」 と あ る の は 「 当 該 被 介 護 人 を 介 護

す る 」 と 、 第 三 項 中 「 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る

職 員 」 と あ る の は 「 被 介 護 人 の あ る 職 員 」 と 、

「 当 該 子 を 養 育 す る 」 と あ る の は 「 当 該 被 介 護

人 を 介 護 す る 」 と 、 前 項 中 「 小 学 校 就 学 の 始 期

に 達 し な い 子 の あ る 職 員 」 と あ る の は 「 被 介 護

人 の あ る 職 員 」 と 、 「 当 該 子 を 養 育 す る 」 と あ

る の は 「 当 該 被 介 護 人 を 介 護 す る 」 と 読 み 替 え

る も の と す る 。  
 

（ 任 命 権 者 等 の 読 替 え ）  

第 二 十 条  （ 略 ）  

（ 略 ） （ 略 ） 

第 三 条 第 四 項 、

第 四 条 第 一 項  

 

（ 略 ） 

（ 略 ） （ 略 ） 
 

め る 者 に 該 当 す る 場 合 に お け る 当 該 職 員 を 除

く 。 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 と あ

る の は 「 被 介 護 人 の あ る 職 員 」 と 、 「 当 該 子 を

養 育 す る 」 と あ る の は 「 当 該 被 介 護 人 を 介 護 す

る 」 と 、 「 深 夜 以 外 」 と あ る の は 「 深 夜 （ 午 後 十

時 か ら 翌 日 の 午 前 五 時 ま で の 間 を い う 。 次 項 に

お い て 同 じ 。 ） 以 外 」 と 、 第 二 項 中 「 小 学 校 就

学 の 始 期 に 達 し な い 子 の あ る 職 員 」 と あ る の は

「 被 介 護 人 の あ る 職 員 」 と 、 「 当 該 子 を 養 育 す

る 」 と あ る の は 「 当 該 被 介 護 人 を 介 護 す る 」 と 、

第 三 項 中 「 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員 」 と あ

る の は 「 被 介 護 人 の あ る 職 員 」 と 、 「 当 該 子 を

養 育 す る 」 と あ る の は 「 当 該 被 介 護 人 を 介 護 す

る 」 と 、 前 項 中 「 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 し な い

子 の あ る 職 員 」 と あ る の は 「 被 介 護 人 の あ る 職

員 」 と 、 「 当 該 子 を 養 育 す る 」 と あ る の は 「 当

該 被 介 護 人 を 介 護 す る 」 と 読 み 替 え る も の と す

る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 任 命 権 者 等 の 読 替 え ）  

第 二 十 条  （ 略 ）  

（ 略 ） （ 略 ） 

第 三 条 第 四 項 及

び 第 五 項 、 第 四

条 

（ 略 ） 

（ 略 ） （ 略 ） 
 

  

改 正 後  改 正 前  

  

（ 給 料 の 支 給 方 法 ）  

第 九 条 （ 略 ）  

２― ５ （ 略 ）  

６  第 三 項 又 は 第 四 項 の 規 定 に よ り 給 料 を 支 給

（ 給 料 の 支 給 方 法 ）  

第 九 条 （ 略 ）  

２― ５ （ 略 ）  

６  第 三 項 又 は 第 四 項 の 規 定 に よ り 給 料 を 支 給

１－１１ 



す る 場 合 で あ つ て 、 月 の 一 日 か ら 支 給 す る と き

以 外 の と き 、 又 は 月 の 末 日 ま で 支 給 す る と き 以

外 の と き は 、 そ の 給 料 額 は 、 そ の 月 の 現 日 数 か

ら 勤 務 時 間 条 例 第 三 条 第 一 項 及 び 第 三 項 並 び

に 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 週 休

日 並 び に 第 三 条 第 四 項 及 び 第 四 条 第 二 項 に お

い て 読 み 替 え て 準 用 す る 同 条 第 一 項 の 規 定 に

基 づ く 勤 務 時 間 を 割 り 振 ら な い 日 の 日 数 の 合

計 日 数 を 差 し 引 い た 日 数 を 基 礎 と し て 日 割 り

に よ つ て 計 算 す る 。  

７ （ 略 ）  
 

（ 時 間 外 勤 務 手 当 ）  

第 二 十 一 条 （ 略 ）  

２ ・ ３ （ 略 ）  

４ 前 三 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 勤 務 時 間 条 例 第

四 条 の 規 定 に よ り 、 あ ら か じ め 勤 務 時 間 条 例 第

三 条 第 二 項 か ら 第 四 項 ま で の 規 定 に よ り 割 り

振 ら れ た 一 週 間 の 勤 務 時 間 （ 以 下 こ の 条 に お い

て 「 割 振 り 変 更 前 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） を 超

え て 勤 務 す る こ と を 命 ぜ ら れ た 職 員 に は 、 割 振

り 変 更 前 の 勤 務 時 間 を 超 え て 勤 務 し た 全 時 間

（ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 時 間 を 除 く 。 ） に 対

し て 、 勤 務 一 時 間 に つ き 、 第 二 十 七 条 に 規 定 す

る 勤 務 一 時 間 当 た り の 給 与 額 に 百 分 の 二 十 五

か ら 百 分 の 五 十 ま で の 範 囲 内 で 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 を 時 間 外 勤 務

手 当 と し て 支 給 す る 。 た だ し 、 育 児 短 時 間 勤 務

職 員 等 、 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 任 期

付 短 時 間 勤 務 職 員 が 割 振 り 変 更 前 の 勤 務 時 間

を 超 え て し た 勤 務 の う ち 、 そ の 勤 務 の 時 間 と 割

振 り 変 更 前 の 勤 務 時 間 と の 合 計 が 三 十 八 時 間

四 十 五 分 に 達 す る ま で の 間 の 勤 務 に つ い て は 、

こ の 限 り で な い 。  

５ 第 二 項 （ 第 三 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用

す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 前 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に 勤 務 す る こ と

を 命 ぜ ら れ 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に し た

勤 務 （ 勤 務 時 間 条 例 第 三 条 第 一 項 及 び 第 三 項 並

び に 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 週 休 日 又 は

第 三 条 第 四 項 及 び 第 四 条 第 二 項 に お い て 読 み

替 え て 準 用 す る 同 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 勤

務 時 間 を 割 り 振 ら な い 日 に お け る 勤 務 の う ち

人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も の を 除 く 。 以 下 同

じ 。 ） の 時 間 及 び 割 振 り 変 更 前 の 勤 務 時 間 を 超

え て し た 勤 務 の 時 間 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る

時 間 を 除 く 。 ） が 一 箇 月 に つ い て 六 十 時 間 を 超

え た 職 員 に は 、 そ の 六 十 時 間 を 超 え て 勤 務 し た

全 時 間 に 対 し て 、 勤 務 一 時 間 に つ き 、 第 二 十 七

条 に 規 定 す る 勤 務 一 時 間 当 た り の 給 与 額 に 、 次

の 各 号 に 掲 げ る 勤 務 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に

定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 を 時 間 外 勤 務 手 当

と し て 支 給 す る 。  
 一 ・ 二  （ 略 ）  

６ ・ ７ （ 略 ）  
 

（ 休 日 勤 務 手 当 ）  

第 二 十 二 条 （ 略 ）  
 一 （ 略 ）  
 二  勤 務 時 間 条 例 第 三 条 第 一 項 又 は 第 三 項 の

す る 場 合 で あ つ て 、 月 の 一 日 か ら 支 給 す る と き

以 外 の と き 、 又 は 月 の 末 日 ま で 支 給 す る と き 以

外 の と き は 、 そ の 給 料 額 は 、 そ の 月 の 現 日 数 か

ら 勤 務 時 間 条 例 第 三 条 第 一 項 、 第 三 項 及 び 第 五

項 並 び に 第 四 条 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 週 休

日 の 日 数 を 差 し 引 い た 日 数 を 基 礎 と し て 日 割

り に よ つ て 計 算 す る 。  
 
 
 

７ （ 略 ）  
 

（ 時 間 外 勤 務 手 当 ）  

第 二 十 一 条 （ 略 ）  

２ ・ ３ （ 略 ）  

４ 前 三 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 勤 務 時 間 条 例 第

四 条 の 規 定 に よ り 、 あ ら か じ め 勤 務 時 間 条 例 第

三 条 第 二 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 に よ り 割 り

振 ら れ た 一 週 間 の 勤 務 時 間 （ 以 下 こ の 条 に お い

て 「 割 振 り 変 更 前 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） を 超

え て 勤 務 す る こ と を 命 ぜ ら れ た 職 員 に は 、 割 振

り 変 更 前 の 勤 務 時 間 を 超 え て 勤 務 し た 全 時 間

（ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 時 間 を 除 く 。 ） に 対

し て 、 勤 務 一 時 間 に つ き 、 第 二 十 七 条 に 規 定 す

る 勤 務 一 時 間 当 た り の 給 与 額 に 百 分 の 二 十 五

か ら 百 分 の 五 十 ま で の 範 囲 内 で 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 を 時 間 外 勤 務

手 当 と し て 支 給 す る 。 た だ し 、 育 児 短 時 間 勤 務

職 員 等 、 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 任 期

付 短 時 間 勤 務 職 員 が 割 振 り 変 更 前 の 勤 務 時 間

を 超 え て し た 勤 務 の う ち 、 そ の 勤 務 の 時 間 と 割

振 り 変 更 前 の 勤 務 時 間 と の 合 計 が 三 十 八 時 間

四 十 五 分 に 達 す る ま で の 間 の 勤 務 に つ い て は 、

こ の 限 り で な い 。  

５ 第 二 項 （ 第 三 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用

す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 前 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に 勤 務 す る こ と

を 命 ぜ ら れ 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に し た

勤 務 （ 勤 務 時 間 条 例 第 三 条 第 一 項 、 第 三 項 及 び

第 五 項 並 び に 第 四 条 の 規 定 に 基 づ く 週 休 日 に

お け る 勤 務 の う ち 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も

の を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ） の 時 間 及 び 割 振 り 変 更

前 の 勤 務 時 間 を 超 え て し た 勤 務 の 時 間 （ 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る 時 間 を 除 く 。 ） が 一 箇 月 に つ

い て 六 十 時 間 を 超 え た 職 員 に は 、 そ の 六 十 時 間

を 超 え て 勤 務 し た 全 時 間 に 対 し て 、 勤 務 一 時 間

に つ き 、 第 二 十 七 条 に 規 定 す る 勤 務 一 時 間 当 た

り の 給 与 額 に 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 勤 務 の 区 分 に

応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 を

時 間 外 勤 務 手 当 と し て 支 給 す る 。  
  
 
 
 一 ・ 二  （ 略 ）  

６ ・ ７ （ 略 ）  
 

（ 休 日 勤 務 手 当 ）  

第 二 十 二 条 （ 略 ）  
 一 （ 略 ）  
 二 勤 務 時 間 条 例 第 三 条 第 一 項 、 第 三 項 又 は 第
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（ 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 三 条  職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 四 年 大 阪 府 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

（ 一 般 職 の 任 期 付 研 究 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

規 定 に よ り 毎 日 曜 日 を 週 休 日 と 定 め ら れ て

い る 職 員 以 外 の 職 員 に あ つ て は 、 国 民 の 祝

日 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 七

十 八 号 ） に 規 定 す る 休 日 が 勤 務 時 間 条 例 第

三 条 第 三 項 及 び 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ り

定 め ら れ た 週 休 日 に 当 た る と き は 、 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る 日  

２ （ 略 ）  
 

（ 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 ）  

第 二 十 四 条 の 二  管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 は 、 第 十

一 条 第 一 項 に 規 定 す る 人 事 委 員 会 規 則 で 指 定

す る 職 に あ る 職 員 又 は 指 定 職 給 料 表 の 適 用 を

受 け る 職 員 が 臨 時 又 は 緊 急 の 必 要 そ の 他 の 公

務 の 運 営 の 必 要 に よ り 勤 務 時 間 条 例 第 三 条 第

一 項 及 び 第 三 項 並 び に 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に

よ り 定 め ら れ た 週 休 日 若 し く は 第 三 条 第 四 項

及 び 第 四 条 第 二 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す

る 同 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 勤 務 時 間 を 割 り

振 ら な い 日 又 は 休 日 等 （ 次 項 に お い て 「 週 休 日

等 」 と い う 。 ） に 勤 務 し た 場 合 に 当 該 職 員 に 対

し て 支 給 す る 。  

２― ４ （ 略 ）  
五 項 の 規 定 に よ り 毎 日 曜 日 を 週 休 日 と 定 め

ら れ て い る 職 員 以 外 の 職 員 に あ つ て は 、 国 民

の 祝 日 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百

七 十 八 号 ） に 規 定 す る 休 日 が 勤 務 時 間 条 例 第

三 条 第 三 項 及 び 第 五 項 並 び に 第 四 条 の 規 定

に よ り 定 め ら れ た 週 休 日 に 当 た る と き は 、 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日  

２ （ 略 ）  
 

（ 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 ）  

第 二 十 四 条 の 二  管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 は 、 第 十

一 条 第 一 項 に 規 定 す る 人 事 委 員 会 規 則 で 指 定

す る 職 に あ る 職 員 又 は 指 定 職 給 料 表 の 適 用 を

受 け る 職 員 が 臨 時 又 は 緊 急 の 必 要 そ の 他 の 公

務 の 運 営 の 必 要 に よ り 勤 務 時 間 条 例 第 三 条 第

一 項 、 第 三 項 及 び 第 五 項 並 び に 第 四 条 の 規 定 に

よ り 定 め ら れ た 週 休 日 又 は 休 日 等 （ 次 項 に お い

て 「 週 休 日 等 」 と い う 。 ） に 勤 務 し た 場 合 に 当

該 職 員 に 対 し て 支 給 す る 。  
 
 
 

２― ４ （ 略 ）  
  

改 正 後  改 正 前  

  

（ 育 児 休 業 法 第 十 条 第 一 項 第 五 号 の 条 例 で 定 め

る 勤 務 の 形 態 ）  

第 十 二 条  （ 略 ）  
 一 （ 略 ）  
 二  勤 務 時 間 条 例 第 三 条 第 四 項 の 規 定 の 適 用

を 受 け る 職 員  日 曜 日 及 び 土 曜 日 を 週 休 日

と し 、 又 は 日 曜 日 及 び 土 曜 日 並 び に 月 曜 日 か

ら 金 曜 日 ま で の 五 日 間 の う ち の 二 日 を 週 休

日 と し 、 四 週 間 ご と の 期 間 （ 育 児 短 時 間 勤 務

を し よ う と す る 期 間 の 全 て を 四 週 間 ご と に

区 分 す る こ と が で き な い 場 合 に あ っ て は 、 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 育

児 短 時 間 勤 務 を し よ う と す る 期 間 を 一 週 間 、

二 週 間 、 三 週 間 又 は 四 週 間 に 区 分 し た 各 期

間 ） に つ き 一 週 間 当 た り の 勤 務 時 間 が 十 九 時

間 二 十 五 分 、 十 九 時 間 三 十 五 分 、 二 十 三 時 間

十 五 分 又 は 二 十 四 時 間 三 十 五 分 と な る よ う

に 、 か つ 、 週 休 日 以 外 の 日 に お い て 一 日 に つ

き 午 前 五 時 か ら 午 後 十 時 ま で の 間 に お い て

人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 時 間 以 上 勤 務 す る

こ と 。  

（ 育 児 休 業 法 第 十 条 第 一 項 第 五 号 の 条 例 で 定 め

る 勤 務 の 形 態 ）  

第 十 二 条  （ 略 ）  
 一 （ 略 ）  
 二  勤 務 時 間 条 例 第 三 条 第 四 項 の 規 定 の 適 用

を 受 け る 職 員  日 曜 日 及 び 土 曜 日 を 週 休 日

と し 、 又 は 日 曜 日 及 び 土 曜 日 並 び に 月 曜 日 か

ら 金 曜 日 ま で の 五 日 間 の う ち の 二 日 を 週 休

日 と し 、 四 週 間 ご と の 期 間 （ 育 児 短 時 間 勤 務

を し よ う と す る 期 間 の 全 て を 四 週 間 ご と に

区 分 す る こ と が で き な い 場 合 に あ っ て は 、 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 育

児 短 時 間 勤 務 を し よ う と す る 期 間 を 一 週 間 、

二 週 間 、 三 週 間 又 は 四 週 間 に 区 分 し た 各 期

間 ） に つ き 一 週 間 当 た り の 勤 務 時 間 が 十 九 時

間 二 十 五 分 、 十 九 時 間 三 十 五 分 、 二 十 三 時 間

十 五 分 又 は 二 十 四 時 間 三 十 五 分 と な る よ う

に 、 か つ 、 一 日 に つ き 午 前 七 時 か ら 午 後 十 時

ま で の 間 に お い て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る

時 間 以 上 勤 務 す る こ と 。  
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第 四 条  一 般 職 の 任 期 付 研 究 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 大 阪 府 条 例 第

七 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 七 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

改 正 後  改 正 前  

  

（ 第 一 号 任 期 付 研 究 員 の 裁 量 に よ る 勤 務 ）  

第 七 条 （ 略 ）  

２― ４ （ 略 ）  

５ 勤 務 時 間 条 例 第 三 条 第 二 項 か ら 第 四 項 ま で 、

第 四 条 、 第 六 条 の 二 及 び 第 十 条 の 規 定 は 、 第 二

項 の 第 一 号 任 期 付 研 究 員 に は 、 適 用 し な い 。  

（ 第 一 号 任 期 付 研 究 員 の 裁 量 に よ る 勤 務 ）  

第 七 条 （ 略 ）  

２― ４ （ 略 ）  

５ 勤 務 時 間 条 例 第 三 条 第 二 項 か ら 第 五 項 ま で 、

第 四 条 、 第 六 条 の 二 及 び 第 十 条 の 規 定 は 、 第 二

項 の 第 一 号 任 期 付 研 究 員 に は 、 適 用 し な い 。  
  

１－１４ 



大 阪 府 条 例 第    号  

大 阪 府 宿 泊 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  
第 一 条  大 阪 府 宿 泊 税 条 例 （ 平 成 二 十 八 年 大 阪 府 条 例 第 八 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

第 二 条  大 阪 府 宿 泊 税 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

改 正 後  改 正 前  

  

（ 免 税 点 ）  

第 五 条 宿 泊 税 は 、 宿 泊 料 金 （ 宿 泊 の 対 価 と し て

支 払 う べ き 金 額 で あ っ て 規 則 で 定 め る も の を

い う 。 以 下 同 じ 。 ） が 一 人 一 泊 五 千 円 未 満 の 宿

泊 に 対 し て は 、 こ れ を 課 さ な い 。  
 

（ 税 率 ）  

第 六 条 （ 略 ）  
 一 一 万 五 千 円 未 満 の も の 二 百 円  
 二  一 万 五 千 円 以 上 二 万 円 未 満 の も の  四 百

円 
 三 二 万 円 以 上 の も の  五 百 円  
 

（ 特 別 徴 収 義 務 者 と し て の 登 録 等 ）  

第 十 一 条  第 九 条 第 一 項 の 特 別 徴 収 義 務 者 （ 第 五

条 に 規 定 す る 宿 泊 料 金 が 一 人 一 泊 に つ い て 五

千 円 以 上 と な る 宿 泊 が な い ホ テ ル 等 （ 以 下 「 登

録 義 務 免 除 対 象 ホ テ ル 等 」 と い う 。 ） の 特 別 徴

収 義 務 者 を 除 く 。 ） は ホ テ ル 等 の 経 営 を 開 始 し

よ う と す る 日 前 五 日 ま で に 、 第 九 条 第 二 項 の 規

定 に よ り 指 定 を 受 け た 特 別 徴 収 義 務 者 は 指 定

を 受 け た 日 か ら 十 日 以 内 に 、 ホ テ ル 等 ご と に 、

当 該 ホ テ ル 等 に お け る 特 別 徴 収 義 務 者 と し て

の 登 録 を 知 事 に 申 請 し な け れ ば な ら な い 。  

２― 12  （ 略 ）  

（ 免 税 点 ）  

第 五 条 宿 泊 税 は 、 宿 泊 料 金 （ 宿 泊 の 対 価 と し て

支 払 う べ き 金 額 で あ っ て 規 則 で 定 め る も の を

い う 。 以 下 同 じ 。 ） が 一 人 一 泊 七 千 円 未 満 の 宿

泊 に 対 し て は 、 こ れ を 課 さ な い 。  
 

（ 税 率 ）  

第 六 条 （ 略 ）  
 一 一 万 五 千 円 未 満 の も の 百 円  
 二  一 万 五 千 円 以 上 二 万 円 未 満 の も の  二 百

円 
 三 二 万 円 以 上 の も の  三 百 円  
 

（ 特 別 徴 収 義 務 者 と し て の 登 録 等 ）  

第 十 一 条  第 九 条 第 一 項 の 特 別 徴 収 義 務 者 （ 第 五

条 に 規 定 す る 宿 泊 料 金 が 一 人 一 泊 に つ い て 七

千 円 以 上 と な る 宿 泊 が な い ホ テ ル 等 （ 以 下 「 登

録 義 務 免 除 対 象 ホ テ ル 等 」 と い う 。 ） の 特 別 徴

収 義 務 者 を 除 く 。 ） は ホ テ ル 等 の 経 営 を 開 始 し

よ う と す る 日 前 五 日 ま で に 、 第 九 条 第 二 項 の 規

定 に よ り 指 定 を 受 け た 特 別 徴 収 義 務 者 は 指 定

を 受 け た 日 か ら 十 日 以 内 に 、 ホ テ ル 等 ご と に 、

当 該 ホ テ ル 等 に お け る 特 別 徴 収 義 務 者 と し て

の 登 録 を 知 事 に 申 請 し な け れ ば な ら な い 。  

２― 12  （ 略 ）  
  

改 正 後  改 正 前  

  

第 五 条 （ 略 ）  
 

（ 課 税 免 除 ）  

第 五 条 の 二  次 に 掲 げ る 者 の ホ テ ル 等 に お け る

宿 泊 が 行 わ れ た 場 合 に は 、 第 四 条 の 規 定 に か か

わ ら ず 、 そ の 宿 泊 者 に 対 し て は 、 宿 泊 税 を 課 さ

な い 。  
 一  学 校 教 育 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 二 十 六

号 ） 第 一 条 に 規 定 す る 学 校 （ 大 学 を 除 く 。 以

下 「 学 校 」 と い う 。 ） の 幼 児 、 児 童 、 生 徒 又 は

学 生 で あ っ て 、 当 該 学 校 が 主 催 す る 修 学 旅 行

（ 学 習 指 導 要 領 に 定 め る 学 校 行 事 そ の 他 こ

れ に 準 ず る も の を 含 む 。 以 下 「 修 学 旅 行 等 」

第 五 条 （ 略 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１－１５ 



と い う 。 ） に 参 加 し て い る も の  
 二  学 校 教 育 法 第 百 二 十 四 条 に 規 定 す る 専 修

学 校 （ 同 法 第 百 二 十 五 条 第 一 項 に 規 定 す る 高

等 課 程 に 係 る も の に 限 る 。 以 下 「 高 等 専 修 学

校 」 と い う 。 ） の 生 徒 で あ っ て 、 当 該 高 等 専

修 学 校 が 主 催 す る 修 学 旅 行 等 に 参 加 し て い

る も の  
 三 次 に 掲 げ る 施 設 の 幼 児 で あ っ て 、 当 該 施 設

が 主 催 す る 修 学 旅 行 等 に 参 加 し て い る も の  
  イ 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の

総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十

八 年 法 律 第 七 十 七 号 ） 第 二 条 第 七 項 に 規 定

す る 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 （ 以 下 「 幼 保

連 携 型 認 定 こ ど も 園 」 と い う 。 ）  
  ロ 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 百 六 十

四 号 ） 第 三 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 保 育 所

（ 以 下 「 保 育 所 」 と い う 。 ） 
  ハ  児 童 福 祉 法 第 六 条 の 三 第 九 項 に 規 定 す

る 家 庭 的 保 育 事 業 、 同 条 第 十 項 に 規 定 す る

小 規 模 保 育 事 業 又 は 同 条 第 十 二 項 に 規 定

す る 事 業 所 内 保 育 事 業 （ 以 下 「 家 庭 的 保 育

事 業 等 」 と い う 。 ） を 行 う 施 設  
  ニ  児 童 福 祉 法 第 五 十 九 条 の 二 の 規 定 に よ

る 届 出 を し た 認 可 外 保 育 施 設 （ 以 下 「 認 可

外 保 育 施 設 」 と い う 。 ）  
 四 前 三 号 に 規 定 す る 学 校 、 高 等 専 修 学 校 又 は

施 設 が 主 催 す る 修 学 旅 行 等 の 引 率 者  
 
   附  則  
 

１― ７ （ 略 ）  

（ 二 千 二 十 五 年 日 本 国 際 博 覧 会 の 開 催 に 伴 う 課

税 免 除 ）  

８ （ 略 ）  
 一 学 校 の 幼 児 、 児 童 、 生 徒 又 は 学 生 で あ っ て 、

当 該 学 校 が 主 催 す る 修 学 旅 行 等 に 参 加 し て

い る も の  
 
 
 
 
 二 高 等 専 修 学 校 の 生 徒 で あ っ て 、 当 該 高 等 専

修 学 校 が 主 催 す る 修 学 旅 行 等 に 参 加 し て い

る も の  
 
 
 
 三 （ 略 ）  
  イ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園  
 
 
 
  ロ 保 育 所  
 
  ハ 家 庭 的 保 育 事 業 等 を 行 う 施 設  
 
 
 
  ニ 認 可 外 保 育 施 設  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   附  則  
 

１― ７ （ 略 ）  

（ 二 千 二 十 五 年 日 本 国 際 博 覧 会 の 開 催 に 伴 う 課

税 免 除 ）  

８ （ 略 ）  
 一  学 校 教 育 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 二 十 六

号 ） 第 一 条 に 規 定 す る 学 校 （ 大 学 を 除 く 。 以

下 「 学 校 」 と い う 。 ） の 幼 児 、 児 童 、 生 徒 又 は

学 生 で あ っ て 、 当 該 学 校 が 主 催 す る 修 学 旅 行

（ 学 習 指 導 要 領 に 定 め る 学 校 行 事 そ の 他 こ

れ に 準 ず る も の を 含 む 。 以 下 「 修 学 旅 行 等 」

と い う 。 ） に 参 加 し て い る も の  
 二  学 校 教 育 法 第 百 二 十 四 条 に 規 定 す る 専 修

学 校 （ 同 法 第 百 二 十 五 条 第 一 項 に 規 定 す る 高

等 課 程 に 係 る も の に 限 る 。 以 下 「 高 等 専 修 学

校 」 と い う 。 ） の 生 徒 で あ っ て 、 当 該 高 等 専

修 学 校 が 主 催 す る 修 学 旅 行 等 に 参 加 し て い

る も の  
 三 （ 略 ）  
  イ 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の

総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十

八 年 法 律 第 七 十 七 号 ） 第 二 条 第 七 項 に 規 定

す る 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 
  ロ 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 百 六 十

四 号 ） 第 三 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 保 育 所  
  ハ  児 童 福 祉 法 第 六 条 の 三 第 九 項 に 規 定 す

る 家 庭 的 保 育 事 業 、 同 条 第 十 項 に 規 定 す る

小 規 模 保 育 事 業 又 は 同 条 第 十 二 項 に 規 定

す る 事 業 所 内 保 育 事 業 を 行 う 施 設  
  ニ  児 童 福 祉 法 第 五 十 九 条 の 二 の 規 定 に よ

る 届 出 を し た 認 可 外 保 育 施 設 

１－１６ 



附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 の 規 定 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 区 分 に 従 い 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め

る 日 か ら 施 行 す る 。  

 一  附 則 第 五 項 の 規 定  公 布 の 日  

 二  第 一 条 、 次 項 及 び 附 則 第 四 項 の 規 定  規 則 で 定 め る 日  

 三  第 二 条 及 び 附 則 第 三 項 の 規 定  令 和 七 年 十 一 月 一 日  

（ 適 用 区 分 ）  

２  第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 大 阪 府 宿 泊 税 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 ） の

規 定 は 、 前 項 第 二 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 以 後 に

お け る 旅 館 業 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 三 十 八 号 ） 第 三 条 第 一 項 の 許 可 を 受 け

て 行 う 同 法 第 二 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 営 業 、 国 家 戦 略 特 別 区 域 法 （ 平 成 二 十 五

年 法 律 第 百 七 号 ） 第 十 三 条 第 四 項 に 規 定 す る 認 定 事 業 及 び 住 宅 宿 泊 事 業 法 （ 平

成 二 十 九 年 法 律 第 六 十 五 号 ） 第 二 条 第 三 項 に 規 定 す る 住 宅 宿 泊 事 業 に 係 る 施 設

（ 以 下 「 ホ テ ル 等 」 と い う 。 ） に お け る 宿 泊 に 対 し て 課 す べ き 宿 泊 税 に つ い て 適

用 す る 。  

３  第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 大 阪 府 宿 泊 税 条 例 の 規 定 は 、 附 則 第 一 項 第 三 号

に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 日 以 後 に お け る ホ テ ル 等 に お け る 宿 泊 に 対 し て 課 す べ き

宿 泊 税 に つ い て 適 用 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

４  施 行 日 に お い て 現 に 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 大 阪 府 宿 泊 税 条 例 第 十 一 条

第 一 項 に 規 定 す る 登 録 義 務 免 除 対 象 ホ テ ル 等 （ 同 条 例 第 五 条 に 規 定 す る 宿 泊 料

金 が 一 人 一 泊 に つ い て 五 千 円 以 上 と な る 宿 泊 が な い ホ テ ル 等 を 除 く 。 以 下 「 旧

登 録 義 務 免 除 対 象 ホ テ ル 等 」 と い う 。 ） を 経 営 し て い る 者 に つ い て は 、 施 行 日 に

旧 登 録 義 務 免 除 対 象 ホ テ ル 等 の 経 営 を 開 始 す る も の と み な し て 、 新 条 例 第 十 一

条 第 一 項 の 規 定 を 適 用 す る 。  

５  旧 登 録 義 務 免 除 対 象 ホ テ ル 等 に 係 る 宿 泊 税 の 特 別 徴 収 義 務 者 の 指 定 並 び に 登

録 の 申 請 、 登 録 及 び 証 票 の 交 付 は 、 施 行 日 前 に お い て も 、 新 条 例 第 九 条 第 二 項

並 び に 第 十 一 条 第 一 項 （ 前 項 の 規 定 が 適 用 さ れ る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 第 三 項 か ら

第 五 項 ま で の 規 定 の 例 に よ り 行 う こ と が で き る 。  

 四 前 三 号 の 学 校 、 高 等 専 修 学 校 又 は 施 設 が 主

催 す る 修 学 旅 行 等 の 引 率 者  
 四 前 三 号 に 規 定 す る 学 校 、 高 等 専 修 学 校 又 は

施 設 が 主 催 す る 修 学 旅 行 等 の 引 率 者  
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大 阪 府 条 例 第    号  

大 阪 府 立 学 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  
大 阪 府 立 学 校 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 大 阪 府 条 例 第 八 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 七 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 

改 正 後  改 正 前  

  

別 表 第 二 （ 第 三 条 関 係 ）  

名   称  位   置  

（ 略 ）  （ 略 ）  

大 阪 府 立 布 施 工 科 高

等 学 校  

（ 略 ）  

大 阪 府 立 東 大 阪 み ら

い 工 科 高 等 学 校  

東 大 阪 市 西 鴻 池 町 二

丁 目  

（ 略 ）  （ 略 ）  

  備 考 （ 略 ）  

別 表 第 二 （ 第 三 条 関 係 ）  

名   称  位   置  

（ 略 ）  （ 略 ）  

大 阪 府 立 布 施 工 科 高

等 学 校  

 

 

 

（ 略 ）  

（ 略 ）  （ 略 ）  

 備 考 （ 略 ）  
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大 阪 府 条 例 第    号  

大 阪 府 学 校 医 等 の 公 務 災 害 補 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  
大 阪 府 学 校 医 等 の 公 務 災 害 補 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 二 年 大 阪 府 条 例 第 四 十

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示

す よ う に 改 正 す る 。  

附  則  

（ 施 行 期 日 等 ）  

１  こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 改 正 後 の 大 阪 府 学 校 医 等 の 公 務 災 害 補 償

に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 ） の 規 定 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 適 用

す る 。  

（ 適 用 区 分 ）  

２  新 条 例 別 表 の 規 定 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 以 後 に 支 給 す べ き 事 由 が 生 じ た 公 務

災 害 補 償 並 び に 同 日 前 に 支 給 す べ き 事 由 が 生 じ た 傷 病 補 償 年 金 、 障 害 補 償 年 金

及 び 遺 族 補 償 年 金 で 同 日 以 後 の 期 間 に つ い て 支 給 す べ き も の の 補 償 基 礎 額 に つ

い て 適 用 し 、 そ の 他 の 公 務 災 害 補 償 の 補 償 基 礎 額 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に

よ る 。  

改 正 後  改 正 前  

  

別 表 （ 第 三 条 関 係 ）  

医 師 、 歯

科 医 師 又

は 薬 剤 師

と し て の

経 験 年 数 

五 年 未

満 

五 年 以

上 一 〇

年 未 満 

一 〇 年

以 上 一

五 年 未

満 

一 五 年

以 上 二

〇 年 未

満 

二 〇 年

以 上 二

五 年 未

満 
二 五 年

以 上 

学 校 医 及

び 学 校 歯

科 医 の 補

償 基 礎 額 

円 

六 、

六 一 八 

円 

八 、

二 八 三 

円 

九 、

七 九 五 

円 

一 〇 、

九 二 三 

円 

一 一 、

七 一 八 

円 

一 二 、

四 三 八 

学 校 薬 剤

師 の 補 償

基 礎 額 

五 、

五 六 八 

六 、

四 七 〇 

七 、

〇 三 八 

八 、

〇 九 三 

八 、

九 五 〇 

九 、

三 九 八 

 備 考 （ 略 ）  
 

別 表 （ 第 三 条 関 係 ）  

医 師 、 歯

科 医 師 又

は 薬 剤 師

と し て の

経 験 年 数 

五 年 未

満 

五 年 以

上 一 〇

年 未 満 

一 〇 年

以 上 一

五 年 未

満 

一 五 年

以 上 二

〇 年 未

満 

二 〇 年

以 上 二

五 年 未

満 

二 五 年

以 上 

学 校 医 及

び 学 校 歯

科 医 の 補

償 基 礎 額 

円 

六 、

三 四 〇 

円 

八 、

〇 八 五 

円 

九 、

六 四 〇 

円 

一 〇 、

八 一 〇 

円 

一 一 、

六 四 五 

円 

一 二 、

三 八 八 

学 校 薬 剤

師 の 補 償

基 礎 額 

五 、

三 四 〇 

六 、

三 一 〇 

六 、

九 二 五 

八 、

〇 二 八 

八 、

九 〇 八 

九 、

三 七 〇 

 備 考 （ 略 ）  
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